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----------------------------------------------------------------------- 

▼▼がんばろう 日本！▼▼ 

～宮城運輸支局・業務支援奮闘記～ 

----------------------------------------------------------------------- 

私は今回、５月２２日（日）から２８日（土）東日本大震災による業務支援で宮 

城運輸支局に入りました。 

 

また、記事を作成するにあたって、他運輸局から業務支援された方の写真等（下 

記ＵＲＬ参照）を一部引用させていただいたことを申し添えます。 

 

５月１９日（木）壮行会で激励をいただき、「ひとつでも東北に笑顔を増やした 

い」と決意表明したものの、詳しい情報がつかめないまま、不安を抱えての出発 

でした。 

 

５月２２日（日）仙台空港の被災により、福岡からの直行便が運休中のため、福 

岡空港より羽田経由、東北新幹線「やまびこ」で仙台駅へ。仙台は曇りでした。 



 

５月２３日（月）初日、宮城運輸支局長より人事異動通知書の交付を受け、身の 

引き締まる思いがしました。登録部門専門官より交番配置図を配布され、業務説 

明を受けた後、配置に付きました。 

 

席に着く前から電話は鳴り響き、審査書類は山積み状態、職員の皆さんはぴりぴ 

りされているように感じました。 

 

聞き慣れない東北弁にも悪戦苦闘、特に電話対応には神経を使いました。電話相 

談の内容も大半が被災にあった自動車についての問合せでした。 

 

昼休みを取る時間もなく、交代で弁当をいただきました。何気ない会話の中で、 

職員の皆さんの中にも被災された方がおられると聞き、胸がつぶれるような思い 

になり、言葉をつなぐことができませんでした。 

 

申請書類を見ると、泥にまみれ、海水に浸かってふやけた自動車検査証が数多く 

添付され、一件ごとの申請の裏にあるさまざまな苦痛や疲労などが思い起こされ 

ました。 

（登録業務量：３，４２７件 ＜内永久抹消登録・解体、滅失届：６４１件＞） 

 

５月２４日（火） ２日目は２階の相談窓口に配置され、申請書作成の補助を担 

当しました。災害による廃車手続きや登録番号標の同番再交付、印鑑証明の原本 

照合を２階の相談窓口に改装した会議室に案内し、申請書類が完成した後、１階 

の７番窓口で印紙を購入、３番窓口（受付）に提出する流れになっていました。 

 

ここでは平均３０～４０人程度が整然と待たれており、１日に平均３５０人前後 

の方が相談に来られたと思います。 

 

相談者と対面し、身近に自動車が被災にあった状況を聞きながら、申請書類等の 

作成補助をしました。 

 

色々な緊張感の中、ほとんど１日中、立ち仕事でしたので、年齢のせいもあり、 

足腰がどうなったかは想像にお任せします。 

 

ただ、ネームプレートを見て「九州からですか？遠くからご苦労様ですね。あり 

がとう。私も転勤で宮崎にいましたよ。」と声をかけられると、熱いものが込み 

上げてきて、反対に元気や笑顔をもらったような気がしました。 

（登録業務量：３，５３２件 ＜内永久抹消登録・解体、滅失届：５９７件＞） 

 

５月２５日（水） ３日目は１階の一般審査を担当しました。この日は、審査印 

と消印を兼用する審査印が配付され、審査の段階で手数料と重量税印紙を消印で 

きるようになりました。このことで、オンライン終了後の作業時間を短縮できた 

と思います。 

（登録業務量：３，０５７件 ＜内永久抹消登録・解体、滅失届：４４３件＞） 

 

５月２６日（木）４日目は２４日（火）２日目と同じ２階の相談窓口に配置され 

ました。 

（登録業務量：３，２６８件 ＜内永久抹消登録・解体、滅失届：４７５件＞） 

 

５月２７日（金）気が付くと初日から晴天に恵まれて最終日になりました。今日 



は月末ということと、金曜日らしく朝から申請件数も電話も多く、初日と同じ書類 

審査と電話当番に配置されました。 

 

初日と比較すれば、電話対応も審査のスピードも良くなったと思いました。 

２月の業務件数を福岡運輸支局の業務件数と比較すると、宮城支局が３３，７９ 

４件、福岡運輸支局が３５，８２９件と同程度ですが、２７日の比較では福岡の 

１，８１６件に対して、宮城は４，２２０件ですから福岡の２倍以上の業務件数 

を処理していることになります。 

 

私たち支援チーム九州、近畿、北海道各２名は午後７時過ぎに業務は終了しまし 

たが、職員の方は後片付け、打合せ等で毎日夜８時、９時頃まで残業が続きます。 

 

今回の東日本大震災により、宮城県で約１４万台の自動車が被害を受けたと伺い 

ました。軽自動車を除いても約８万台と言われています。まだまだ、このような 

状況は続きますし、他省及び他局からの業務支援が必要だと実感しました。今回 

の支援で少しでも職員の皆さんを元気づけられたらという思いで業務支援に参加 

しましたが、思うように出来ませんでした。 

 

そして、逆に元気をいただきました宮城の皆様方には感謝でいっぱいです。 

どうか、職員の皆さんは気を張り詰めずに、絶対に負けない気持ちで、健康に気 

をつけられて下さい。 

 

そして、東日本大震災で亡くなられた方のご冥福と一日も早い復興をお祈りいた 

します。 

 

※業務支援の模様等については、次のＵＲＬからご覧になれます。 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/mail_magazine/pdf/photo/photo_129_5_1.pdf 
 

（自動車技術安全部管理課 江頭賢一） 

----------------------------------------------------------------------- 

▼▼九州新幹線“百日（ももか）祝い”出発式▼▼ 

～元気は西から～ 

----------------------------------------------------------------------- 

九州新幹線鹿児島ルートは平成 23 年 3月 12 日に全線開業し、6月 19 日に開業 

100 日目を迎えました。 

 

開業前日の 3月 11 日に東日本大震災が発生したため、行事はすべて中止されま 

したが、ＪＲ九州では、震災からの復興を願うとともに、九州から元気を発信し 

ようと「元気は西から」をテーマに、赤ちゃんの生後 100 日目のお祝い「百日祝 

い」になぞらえ、九州内４駅（博多駅、新鳥栖駅、熊本駅、鹿児島中央駅）にお 

いて出発式を行いました。 

 

開業 100 日にちなんで、４駅では 100 歳を超えた方が 1日駅長を務められました 

。博多駅で 1日駅長を務められた「井出干樹」さんは、博多駅が現在の場所に移 

った際の初代駅長を務められた方で 102 歳ですが、元気よく出発の合図を送られ 

ていました。 

 

玉木局長外来賓の方による挨拶、テープカットが執り行われ、1日駅長の合図と 

ともに九州新幹線「さくら」は雨の中、鹿児島中央駅へと出発しました。 

 



出発式のあと参列者の方は、ＪＲ博多シティビル屋上にある鉄道神社に出向き、 

安全祈願の参拝をしました。 

  

九州新幹線開業後は、関西までの相互直通運転を行っており、関西方面からの観 

光客も増加しています。関西から九州に来ていただき、さらに九州各地を観てい 

ただくことで、九州の活性化に繋がるものと思います。 

 

 

※出発式の模様は、次のＵＲＬからご覧になれます。 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/mail_magazine/pdf/photo/photo_129_1.pdf 
 

（鉄道部計画課） 

 

----------------------------------------------------------------------- 

▼▼地球環境を守る子どもたちへ▼▼ 

～交通エコロジー教室を開催しています～ 

----------------------------------------------------------------------- 

運輸部門に占める CO2 の排出のほとんどは自動車に起因しており、中でもマイカ 

ーからの排出がほぼ５０％を占めています。 

  

運輸部門の環境対策としては、燃費の向上を目指した自動車単体対策や渋滞緩和 

を目指した交通流対策、物流の効率化などのハード対策と併せて、環境対応車の 

選択やエコドライブの実施、また、個人の意識に働きかけて、自主的に過度なマ 

イカー利用から、公共交通機関を利用するなどの環境に優しい行動へ変容を促す 

モビリティ・マネジメントの推進等、ソフト対策が必要です。 

 

九州運輸局では、学校教育の現場の中で、将来を担う子どもたちに、授業を通じ 

て直接訴えかけていくことが効果的であるとの考えから、毎年秋に管内の小学校 

へ出向いて、『バスや電車に乗って地球の温暖化を防ごう』と題した交通エコロ 

ジー教室を開催しています。 

 

環境問題に造詣の深い福岡大学の浅野教授に講義をお願いして、平成２０年度の 

福岡県内２校からスタートし、２１年度に福岡県内３校、２２年度は環境課職員 

による教室３校を加えて、福岡、熊本両県で６校実施しました。 

 

授業はスライドを使った２時限の座学方式で行います。前半では、よく目にする 

溶け出した氷河や海面上昇により水没しつつある諸島の写真、また、２０６０年 

代の作物適地予想図を用いて「５０年後には九州の産地では暖かくなりすぎて、 

みかんが取れなくなるかもしれないね」と、より身近に感じられる話をしていき 

ます。 

 

また、大人でもあまり知らない話題もあります。 

スーパーコンピューターが地球の２１００年の気温上昇を予測した地図があり、 

より濃い赤色が気温上昇の高い地域なのですが、見てわかるように最も高く予測 

されているのは北極圏です。でも同じく寒い南極はそうでもありません。理由を 

ご存じの方はいらっしゃいますか？（ヒントは、暖かくなるとなくなってしまう 

白いものです。答えは最後に。） 

 

地球温暖化というと、地球全体が均等に暖かくなっていく印象がありますが、温 

度上昇にも地域差があり、それにより大規模な気候変動が起こることが予測され 



ています。 

  

授業の中で一番インパクトがあるのは、スーパーコンピューターが予測した地球 

温暖化シミュレーションの映像です。前出の２１００年までの気温上昇予測を時 

系列に表現した映像ですが、私たちが温暖化対策をとらないでこのままの生活を 

続けると、青い地球が２１００年に向かって段々暑くなり、真っ赤に染まってい 

くのを見て、子供たちからは「うわ、死んじゃうよ！」と声が上がり、実感がわ 

きにくい地球温暖化問題を身近に感じてもらえたと思います。 

 

後半では、人を一人１Km運ぶのに排出される CO2 は、大がかりな設備が必要な電 

車や車体が大きく排気ガスを多く出して環境に悪いと思われているバスよりもマ 

イカーの方が電車の９倍、バスの３倍も多いことを伝えて、「必要なとき以外は 

なるべく電車やバスで、近ければ歩くか自転車で出かけましょう。おうちでもお 

父さんやお母さんと話し合ってみてください」と呼びかけています。 

 

実施後のアンケートに「これからは家族と共にバスや電車を使うようにします。」 

などと書いてあるのを見ると、期待した効果があったのではと思います。 

  

２３年度は、管内４県で１０教室の開催を目指しています。 

 

交通エコロジー教室の成果はすぐに目に見えてくるものではありませんが、教室 

に参加したことが子供たちの意識に残って、自分で移動手段を選択するときに、 

環境のことを考えて行動してくれることを期待しています。 

 

◎北極の気温上昇幅が一番大きくなる理由 

北極と南極は白い雪と氷に覆われていて、太陽光を多く反射して暖まりにくくな 

っていますが、地球温暖化の影響で徐々に溶け出して地面や海面が露出すると熱 

を吸収しやすくなるため、他の地域よりも気温上昇幅が大きくなります。 

 

北極は海なので夏期にはかなり溶けてしまいますが、南極は大陸の上に厚いとこ 

ろで４キロメートルもの氷があり、すぐに溶けてなくなるものではないので、２ 

１００年の予測ではそこまで気温上昇幅は大きくありません。 

 

※交通エコロジー教室等の模様については、次のＵＲＬからご覧になれます。 

http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/mail_magazine/pdf/photo/photo_129_2.pdf 
 

（交通環境部 環境課） 

 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

【編集部より】 

編集部では、運輸と観光行政に関する取組や話題、イベントの案内等、地域の情 

報を募集しています。お気軽にお寄せください。 

 

九州運輸局メールマガジン編集部（九州運輸局総務部内） 

mail : mm-kyushu@qst.mlit.go.jp 

Tel:092-472-2312   Fax:092-471-7192 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

▼九州運輸局メールマガジンのバックナンバー閲覧はこちらから▼  



http://wwwtb.mlit.go.jp/kyushu/mail_magazine/top.html 
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